
　令和5年度の研究が始まりました。昨年度に引き続き研究主題は「『児童生徒が学びをつなぐ』教育課
程の編成」で2年計画のまとめの年となります。令和4年度の研究の成果を生かしつつ、2年目は「児童生
徒が学びをつなぐ」ために教師はどのようなしかけができるかについてジャムボードを使い、学部ごとに
アイディアを出し合いました。今回は、ジャムボードに出されたアイディアの内容を紹介します。
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・小低の遊びの指導から
　児童の好きを見つけたい
・未来へのスケッチを活用
　したい
・教師がしかけを作ること
　でつながりを意識できる
・他学年、他学部、家庭と
　の連携を大切にしたい

・年間指導計画に他教科との
　つながりを記入する
・学びの目的を明確にし、分か
　りやすい授業、板書をする
・振り返り（自己評価・他者評
　価）と適切な目標設定をする
・達成感を得られる目標設定、
　振り返りシートの積み重ね

・卒業後を見据え、実体験を重
　視した授業展開をする
・後輩に教える、先輩からアド
　バイスをもらう経験をする
・生徒が見える年間の学習指導
　計画や、学びの履歴を残す
・家庭、寄宿舎と情報を共有
　する
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